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内容 ・転がり軸受の分類と特徴 

    ・転がり軸受の選定 

    ・主要寸法と呼び番号 
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1.転がり軸受の分類と特徴 
(1) 滑り軸受と転がり軸受 
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 各種軸受の性能別評価 

軸受としての性能は、滑り軸受が勝っている 3 



転がり軸受の需要と要求機能 
転がり軸受は 

互換性 

密封性 
で使用頻度を 

高めている 
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(2) 軸受形式と構造 

転がり軸受は、 

・外輪、内輪 

・転動体 

・保持器 

・（シール、シールド） 
・潤滑剤 

から構成される 

転がり軸受の形式は、 

転動体 
の形状で分類される 
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(3) 転がり軸受の 

   分類 

分類のパラメータ 

・転動体が玉か 

  ころか？ 

 

・負荷できる荷重の 

  方向がラジアルか 

 スラストか？ 
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深溝玉軸受の構造 

ラジアル荷重と 

両方向のアキ 

シアル荷重を 

負荷することが 

できる 

（左右対称な  

 断面形状） 
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アンギュラ玉軸受の構造 

深溝玉軸受は 

両方向のアキシ 

アル荷重を負荷 

できるが、アンギ 

ュラ玉軸受は、 

１方向のアキシ 

アル荷重しか負 

荷できない 

 アキシアル荷重 
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円筒ころ軸受の構造と種類 

形式はつば面の 

場所で決まる 
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円すいころ軸受の構造 

アキシアル荷重 

10 



自動調心玉軸受の構造 

外輪軌道面 

が単一円弧 

形状をしてお 

り、軸は傾斜 

することがで 

きる 

   ↓ 

取付け誤差 
(心ずれ,傾斜) 

を吸収できる 

11 



スラスト玉軸受の構造 

スラスト軸受はラジアル荷重を支持できない 
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情報機器用転がり軸受 

用途別転がり軸受の例 

要求性能：小型・低トルク・低騒音 
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特殊環境用転がり軸受 

要求性能：高温・耐腐食性・真空・・・ 14 



自動車用転がり軸受 

要求性能：高信頼性・長寿命 
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工作機械用転がり軸受 

要求性能：高速・高剛性・高精度 16 



航空機用転がり軸受 

要求性能：高速・高信頼性 
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(4) 製造工程 

・内外輪の研削に
おいては、溝と内
径（外径）面の中心
を一致させるように
工夫している 

     ↑ 

 センタレス研削 

 

・組立においては、 

最後の玉は、外輪
を弾性変形させて
挿入する 
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(5) 各軸受の特徴 

・玉軸受ところ軸受 

軌道輪との接触状況 

 玉軸受：点接触（楕円） 
 ころ軸受：線接触（長方形） 

同じ荷重であれば、 

ころ軸受の方が接触 

部の面圧が小さい 

高負荷能力・高剛性 
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・深溝玉軸受 

最も一般的に使われている（知られている）転がり軸受 

シール記号は軸受会社により異なる 

内部すきまがあり、実際に使われる際には、アンギュラ玉軸受と同じ状態 20 



・アンギュラ玉軸受 

接触角が規定されており、一方向からのアキシアル 

荷重しか負荷できない 

接触角が大きくなる程、 

アキシアル方向の負荷 

能力は大きくなるが、 

スピン（玉の自転方向 

と公転方向のずれ）が 

大きくなるので、高速 

回転には不利になる 

（接触角90°がスラ 

スト玉軸受） 
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基本的に組合せで使用するが、 

内輪、外輪を一体化した複列 

アンギュラ玉軸受（接触角25°） 
もある 

（組合せにおいては、互換性は 

ないので注意が必要） 
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・円筒ころ軸受 

・ころ端面と接するつば面の位置で種類分けされている 

・内外輪の分離が可能である（軸方向に滑ることが可） 
・アキシアル荷重は、ころ／つば面の滑り摩擦 
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・円すいころ軸受 

それぞれのテーパ 

中心は、中心線上 

の1点で交わる 

(cone center) 

接触角の大きさ 

によって、 

 ・並勾配 

 ・中勾配（C） 
 ・急勾配（D） 
に分類される 
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・自動調心軸受 

最大の特徴：軸とハウジングが傾いていても使用できる 

外輪軌道面が円弧形状＋ころ転送面が樽型形状 
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・スラスト軸受 

転動体の自転方向 

と公転方向が大きく 

異なる 

滑りが大きく、 

高速回転には 

向かない構造 

ころやニードルでは 

スキューが発生 
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直径dと長さlの比率で区別 

① 円筒ころ 

   l／d ≦ ３ 

② 棒状ころ 

   d＞5mm   

   ３ ＜ l／d ＜ １０ 

③ ニードル（針状ころ） 
     d ≦ 5mm   

   ３ ＜ l／d ＜ １０ 

ころとニードルの区別 

・ニードル軸受（針状ころ軸受） 

軸受の幅が小さく、省スペース 

27 



転がり軸受の形式と性能特性のまとめ 
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2.軸受の選定 

機械設計において、転がり軸受は、 

       作るのではなく、選ぶモノ 

(1)選定手順 
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不具合があれば、不具合項目に戻って選定を 

やり直し、最終仕様を確定させる。 
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(2) 軸受の配列 

転がり軸受は、１つで使われることはなく、 

  少なくとも2つで軸を支える 

１つではモーメントを支持できない（4点接触軸受を除く） 

＋ 

軸は熱によって伸縮するので、伸縮を逃がしたり、 

取付誤差を吸収する必要がある 

固定側と自由側を考えて、使う軸受形式を 

選定する 31 



固定側：軸と軸受、ハウジングは固定されて動かない 

自由側：軸受が軸方向に動くことができる 
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なお、軸が短い場合には、両側とも固定側にして使われている 

例：小型モータ 

   玉軸受が使われていたHDDスピンドルモータ 

   自動車の車軸 等 

軸の伸縮によって、軸受のアキシアル荷重が変動することは不可避 
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3. 主要寸法と呼び番号 

(1) 主要寸法 

設計において、軸やハウジングに取り付けるために必要な 

外形寸法で、ISO、JISで規定されている（メーカーカタログ 

に記載されている）。 
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また、寿命等設計のバリエーションを広げるため、 

軸受内径寸法は同じであっても、直径、幅の異なる 

軸受が用意されている。 

直径系列、 

幅系列 

が規定されている 
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転がり軸受の呼び番号には、国際的な規則があり、 

それぞれに意味をもっている 

(2) 呼び番号 

形式記号 6：深溝玉、 ７：アンギュラ玉、 ２：自動調心ころ、 ３：円すい 

       ５：スラスト玉、  N・・：円筒ころ、 １：自動調心玉 
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①1～9mmは内 

   径寸法と同じ 

②10,12,15,17mm 

  は、00,01,02,03 

③20mm以上は、 

  5mm飛びにし 

  かなく、内径を 

  5で割った値が 

  内径番号 

④特殊な内径は 

  ／を前につけ 

 て表す 

⑤500mm以上は 

 ／をつけて内径 

 寸法と同じ 

     

 

 

 

 

 

 

      

 

 

     

内径番号の付け方 
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4.転がり軸受の精度 

転がり軸受の精度は、 

① 寸法精度→静的精度 

② 回転精度→動的精度 

に分けられる 

精度等級（P）毎に 

規定がある。 

（0、6、5、4、2と 

数字が小さくなる程 

高精度） 
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転がり軸受の回転精度 

軸の回転に 

 ① 同期した振れ 

 ② 同期しない振れ 

に分類できる（＋外乱、ノイズ） 

振れの原因が 

特定できるので 

改善しやすい 
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40 

ラジアル振れ測定方法 

アキシアル振れ測定方法 
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その他の振れ測定法 

JISには、測定方法の概略と大きさによる最小荷重が 

記載されているだけで、具体的な装置や測定条件は、 

当事者に任されている。 

製造メーカー側が作った規格 
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軸受用鋼球の精度（グレード） 

高精度が要求される玉軸受には、 

         精度の高い鋼球を組み込む必要がある 


